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国産バイオ燃料

竜 －ル製造工程における製イオ タノノ 工
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r統合プロセスの解析ス

草本系原料において想定されるプロセス(DiSC法(DirectSaccharificationofCulm)、

CaCCO法(CalciumCapturingbyCarbonation))の主として酵素生産、酵素を用いた糖

化、発酵などの生物プロセスにおける、コスト、エネルギー、C02排出量についてLCA手

法を用いて評価することによって技術的に改善すべき課題を抽出し、他の研究課題にフィー

ドバックすることを目的としました。

1.バイオエタノール生産コスト

バイオエタノール生産コス

トは、DiSC法およびCaCCO

法でそれぞれ109円/Lおよび

138円flと試算されました。

原料費と固定費（償却費・人

件費）が全体の約7割を占め

ており、高効率変換技術の開

発はもちろんのこと、原料単

価や工程が単純なバイオエタ

ノール製造法の開発が必要で

あることを示しました。
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DiSC CaCCO

2.エネルギー収支の評価 ｜
バイオエタノールの導入によるエネルギー生

産の効果を評価したところ、DiSC法とCaCCO

法により製造されたバイオエタノールのエネル

ギー収支は、それぞれ2．7および2．2程度と算

出されました。本解析結果により、DiSC法と

CaCCO法はエネルギー収支がプラスとなるバ

イオエタノール製造技術であることが示されま

した。

4

3

』－~－
正
山
三

2

I‐

グ
1

〆
ロ

DiSC CaCCO

52

’



’B･ライフサイクルを通したCO2排出量の解析
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■前処理

■糖化

■発酵

皿蒸留･脱水

■廃棄物処理
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園プラント建設
CaCCODiSC
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(81.7g-C02/MJ)土地利用変化
なし
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土地利用変化
あり

口原料輸送～燃料製造

回プラント建設

ロ土地利用変化
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バイオエタノール製造工程におけるC02排出量は、糖化（酵素生産）および蒸留工程の影響が大

きいことを示し、熱・電力の投入が大きいプロセス（前処理、酵素生産、蒸留）の高効率化に向けた

技術開発が必要であることを明らかにしました。また､CaCCO法およびDiSC法によるC02削減率は、

それぞれ41％および59％となり、一定のC02排出削減効果を有することを示しました。
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